（第１９号書式）
	業務処理区分コード

	５４５１１３


[bookmark: _GoBack]担保差入証書（手形・手形類似電子記録債権）
年　　月　　日
日 本 銀 行　御中（届出印）



	（担保差入先）



	











貴行と当方間の担保に関する基本約定（担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）を含みます。）にもとづく根担保として、下記の手形または手形　類似電子記録債権を差入れます。
記
	差入対象担保
	手形
	手形類似電子記録債権
	
	

	手 形 区 分
	一般手形：３
	ＣＰ：４
	
	

	担 保 差 入 先 コ ー ド
	
	
	
	
	
	
	
	

	合 計 金 額
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	



	根　担　保（手形・手形類似電子記録債権）

	支払人等名
	支払人等コード
	金    額
	満期日
	担保受払区分
	振出日
	振出人
	整 理 番 号

	
	
	
	
	当所払
	他所払
	電子記録債権
	
	
	

	
	
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	年
	月
	日
	07
	06
	17
	年
	月
	日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	
	
	
	07
	06
	17
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	
	
	
	07
	06
	17
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	
	
	
	07
	06
	17
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	
	
	
	07
	06
	17
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


以  上
	日本銀行使用欄

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	送信権限者




（注意）１．「担保差入先」欄は、代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。
　　　　２．「差入対象担保」欄は手形または手形類似電子記録債権のいずれかに○を付す。
　　　　３．「手形区分」欄は、該当項目に○印を付ける。
　　　　４．差入対象担保が手形類似電子記録債権の場合には、「手形区分」欄は一般手形：３に○を付す。
　　　　５．「根担保（手形・手形類似電子記録債権）」欄は、最大10行まで追加することができる。
　　　　６．「担保受払区分」欄は、当所払手形（担保受入店所在地(最小行政区域、ただし東京都においては区政施行地域一円)を支払地とする手形または担保受入店がその地にある手形交換所を経由して取立てることができる手形）の場合には「07」、他所払手形の場合には「06」、手形類似電子記録債権の場合には「17」を○で囲む。
　　　　７．手形類似電子記録債権の場合、要項の各記載箇所の、「支払人等名」および「支払人等コード」には債務者名および債務者コード、「満期日」には記録事項証明書に記載された支払期日、「振出日」には発生日（記録事項証明書に記載された電子記録の年月日）を記入し、「担保受払区分」は「当所払」の07に○を付す（振出人欄の記載は不要）。
　　　　８．「振出人」欄は、為替手形を差入れる場合にのみ記入する。
　　　　９．本書式は両面印刷のうえ使用する。

